
特別活動 

「文化祭」 

（１３）県立新旭養護学校 

 

所 在 地 〒520－1512  滋賀県高島市新旭町太田988－６ 

連 絡 先 等 

電 話 

０７４０－２５－６８１０ 

     ２５－６８１２（小学部） 

     ２５－６８１４（中学部） 

     ２５－６８１３（高等部） 

Ｆ Ａ Ｘ ０７４０－２５－６８１１ 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www. shin-asahi-sh.shiga-ec.ed.jp 

E - m a i l shin-asahi-sh@pref-shiga.ed.jp 

障 害 種 別 知的障害  肢体不自由 

設 置 部 小学部  中学部  高等部（普通科） 

幼児児童生徒数 

(R５.5.1 現在） 

小学部 

中学部 

高等部 

25名 （内訳：知的障害 20名、肢体不自由 ５名） 

20名 （内訳：知的障害 16名、肢体不自由 ４名） 

23名 （内訳：知的障害 21名、肢体不自由 ２名） 

計 68名 

通 学 区 域 高島市  長浜市（旧西浅井町に限る）（旧西浅井町は通学調整区とする） 

 

１ 本校のあらまし  

本校は、平成９年４月１日に開校し、今年度で２７年目を迎える知的障害、肢体不自由児童生徒のた

めの特別支援学校です。高島市と長浜市西浅井町（通学調整区）を通学区域とし、児童生徒は、スクー

ルバスや公共交通機関、自転車等を使って通学しています。 

 

２ 教育の方針および特色 

教育目標 

  「一人ひとりの尊厳を重んじ、その能力を伸ばし、豊かな人間性を備えた人間の育成をめざす。」   

   ○ 一人ひとりの発達と実態に応じた教育を行う。 

   ○ 明るく楽しい生活をおくるために、調和のとれた心身の育成に努める。 

   ○ 社会の一員として積極的に社会に参加し､たくましく自立できる人間の育成に努め     

る｡ 

    

指導にあたっては、個別の教育支援計画等によって児童生徒の個々の課題を明確にし、小中高一貫し

た教育のもとで保護者等との連携を深め、卒業後の生活を見据えた教育を行っています。地域との関わ

りにおいては、積極的に学校から発信し地域の方とのつながりを深める取組みを行っています。また、

特別支援教育コーディネーターを中心として地域の校園からの相談にも対応しています。 

 

各学部の教育目標 

【小学部】「健康なからだをつくり、人やものに積極的にかかわり、 

自分の生活を主体的に切り拓く力をつける」 

 

 

 



総合的な探究の時間 

「花販売活動」 

 ○ 生活リズムをととのえ、体力をつけ、健康なからだをつくる。 

 ○ 自分の思いや要求をふくらませ、それを豊かに表現し、働きかける力をつける。 

○ 自分のまわりの人やものに気持ちを向け、興味関心をもち、働きかけを受けとめる。人と

かかわりながら意欲的、主体的に活動する力をつける。 

 

【中学部】「小学部（校）までに積み上げてきた力を基礎にして、自分への信頼を高め、思春期

を豊かに生きる力をつける」 

○  変化する自分の成長を感じる。生活リズムを確立させ、健康な身体をつくる。 

 ○ 自分の思いや要求をふくらませ、表現する力や、自ら考え、自ら決める力をつける。 

 ○ 周りの人や物事への興味関心を拡げ、人からの働きかけを受け入れて、人と関わる力を高

める。 

 

【高等部】「小・中学部（校）で培われてきた力を基軸にして、社会的自立に向けて必要な力を

身に付け、高等部卒業後も、豊かな人生を送る力を育む」 

 ○ 健康の保持・増進をはかり、青年期にふさわしい 

たくましい心と体を培う。 

○ 社会・家庭生活に必要な知識・技能を身に付け、 

自ら学び、自ら考え、主体的に判断し行動できる力をつける。 

○ 対人関係を拡げ、豊かな社会性や道徳性を身に付ける。 

また、働く意欲や生涯にわたって主体的に生活していく力を 

高める。 

 

 

３ 学校案内図           

    

【交通アクセス】 

ＪＲ湖西線 新旭駅より約２ｋｍ 

コミュニティバス（東循環線）にて５分 

                     「新旭養護学校前」下車 

 

 

  



４ 教育相談 

 

学 校 名 県立新旭養護学校 

相 談 日 
毎週火曜日（全日） 

  木曜日（午前） 

申 込 方 法 事前に電話等で申込み 

相 談 内 容 
通学区域内の障害のある幼児・児童・生徒を対象とした発達相談・教

育相談 

 

 

 

 

 

 

 


